
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 里山の現状 

 当集落は西を除く三方を山で囲ま

れ、里山にはほとんど杉が植林され

ている。そのため、ここ数年は猿の出

没が多く農作物の被害に手を焼いて

いた。一方で、水路には杉の葉が詰ま

り、江浚いはほとんどその対応に割

いている。春先の杉花粉とともに、集

落では対応に苦慮している。 
 
２．チャンス到来（取り組みの動機） 

 ４月の行政区長会で、市長から里

山再生整備事業についての説明があ

った。害獣対策の一環であるという。

タイムリーな提案と、使い勝手の良

い事業に、心が動いた。一刻も早く申

請したいと考えたのは、私だけだっ

たろうか。願ってもないチャンスが

到来したのである。 
 直ぐに市の担当者を訪問した。事

業の中身を良く教えていただくため

である。ポイントは２つ。確実な見積

りと、所有者の承諾を得ること、だっ

た。 

３．課題とルール 

 森林組合の職員と現地を歩いた。山に

はまだ雪が残っていたが、そこで伐採の

範囲を決めて、所有者の確認と見積りを

出していただくこととした。 
 所有者が確定すると常会で説明、所有

者の了解をいただいた。説明のポイント

は、立木の伐採であるため所有権移転は

行わず、無償で伐採を行うこと。そのル

ールに賛同できない所有者は伐採の範

囲から除き、自己責任で管理していただ

くよう要請した。 
 立木の伐採費用が高額で日照等にも

影響を及ぼしていたことから、集落の所

有者からは全員の同意をいただいた 
 
４．所有者への対応 

 所有者は、集落１４名、集落以外Ⅰ０

名。集落以外の所有者には個別にルール

や施工方法を説明し、全員から気持ちよ

く同意していただいた。 
 市への補助金申請を経て、６月５日に

は起工式を行うことができた。 
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５．森林組合との協働 

 正直言って、森林組合からのアドバ

イスがなければ、ことは順調に運ばな

かった。専門知識の乏しい集落にとっ

て、見積りや現場に合った施工方法な

ど、考えることもできなかった。集落の

対応が速かったこともあり、森林組合

の担当者からは、丁寧な指導をいただ

いた。すると、自然と役割も見えてき

て、所有者にもそれなりの説明ができ

たと考えている。 
 
６．今年度の成果 

 堰堤工事との競合もあり、本体の着

工が２ヵ月ほど遅れてしまった。それ

でも予定していた業務は、降雪前に終

了することができた。今年度の成果で

一番大きなことは、山中に作業道を切

って対応したことである。コストの削

減を考慮したものだが、終了後は、利活

用ができると考えている。例えば遊歩

道、山の涼しい風を受けて散策できる。

そして何よりも、山に親しむツールと

して活用できるのである。 
 
７．今後の展望 

 日本全国津々浦々で、人口減少、少子

化の問題が顕在化し、その対応に苦慮

している。理由は色々あろうが、情報戦

略や人への投資の問題が思うに任せな

いまま、今日に至ったことが、その大き

な要因ではないかと考えている。 
 情報戦略については、ツールに依存

することなくそれを正しく使うこと。

人への投資については、農業や里山を

通じて、自然の摂理とここで暮らす豊

かさを再認識することであろうと考え

ている。 
 この里山再生整備事業は、そうした

可能性までも示唆した事業であり、地

域の課題を抽出し価値観を共有するこ

とで、展望は開けるものと確信してい

る。 

nannmori retter  第 2号  令和 5 年 3 月 20 日発行       （1） 
                                     (1) 

 
) 
1 
re  第２号 令和３年 11 月１日 発行   （１） 

使
い
勝
手
の
良
さ
に 

 
 
 

心
が
動
い
て 

里山再生

整備事業 

顔
写
真 

谷
地
区
長 

米
山
恒
夫 

 

組
合
は
今
年
度
湯
沢
町
土
樽
の
向
原
・
大
皆
川

で
<
育
成
複
層
林
B
と
い
う
新
た
な
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
Q
湯
沢
町
R
組
合 

森
林
整
備
セ
ン

タ
Z
[
旧
森
林
開
発
公
団
a
の
三
者
契
約
の
林
で

す
Q―

複
層
林
と
は,

伐
期
を
迎
え
た
林
を
一
斉
に

伐
採
す
る
の
で
は
な
く
モ
ザ
イ
ク
状
に
伐
採
し
そ

こ
を
再
造
林
す
る
施
業
方
法
で
す
Q
セ
ン
タ
Z
の

担
当
者
か
ら
話
を
い
た
だ
い
た
の
は
R
２
０
２
１

年
春
頃
で
し
た
Q<
大
皆
川
は
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
施
業
は
可
能
で
す
か
？
B
と
い
う
事
で
し

た
Q 団

地
全
体
の
実
質
契
約
面
積
は
４
０
�
に
近
く

に
な
る
う
え
施
業
す
る
に
当
た
り
R
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
々
あ
り
R
組
合
内
は
も

ち
ろ
ん
整
備
セ
ン
タ
Z
と
も
検
討
R
協
議
を
重
ね

ま
し
た
Q
い
よ
い
よ
２
０
２
２
年
春
に
林
道
の
除

雪
か
ら
施
業
が
ス
タ
Z
ト
し
R
技
術
員
の
活
躍
に

よ
·
て
秋
に
は
２
R
４
２
㏊
の
伐
採
R
搬
出
を
事
故

新
た
な
$
育
成
複
層
林
* 

こ
れ
か
ら
地
拵
え
・
植
林 

な
く
完
了
す
る
事
が
で
き
R
搬
出
し
た
材
積
は
約
１
７
０

０
㎥
に
な
り
ま
し
た
Q
２
０
２
３
年
春
か
ら
は
今
回
の
伐

採
区
画
の
地
拵
え
R
植
え
付
け
と
R
併
行
し
て
次
の
区
画

の
伐
採
が
始
ま
り
ま
す
Q
そ
う
な
れ
ば
間
伐
の
３
Î
５
倍

の
木
材
が
搬
出
さ
れ
ま
す
Q
そ
れ
に
対
応
す
る
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
が
急
務
で
す
Q 

 

ま
た
再
造
林
を
行
う
場
合
R
樹
種
を
再
度
杉
に
す
る
の

か
R
広
葉
樹
や
他
の
針
葉
樹
を
植
え
る
の
か
R
３
０
年
５

０
年
先
を
考
え
た
提
案
が
で
き
る
よ
う
R
準
備
が
必
要
で

す
Q 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[
職
員 

早
川
記
a 

 

写真上＝県水源林造林協議会の大皆川団地視察 

         （平成 4年 10 月 17 日） 

同左＝ふるさと里山再生整備事業で整備された谷地区の里山 
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関正太郎 
組合員の皆様方におかれましては、雪

を利用し、あるいは負けずにご活躍のこ

とと思います。 

さて当組合は平成 16 年 11 月 25 日に

南魚北森林組合と南魚沼南部森林組合

が合併総会を開き南魚沼森林組合の設

立を決めました。実質のスタートは平成

17 年 2 月ですから今年 18 歳になりまし

た。成人を迎えたことになります。この

間草刈り機とチェンソーに特化した組

合として間違なくしっかりとした成人

に育ちました。これも偏に組合員各位

と、これまでの役員そして職員・技術員

各位の御尽力の賜物と改めて感謝申し

上げます。 

これまでは卓越した先輩各氏の指導

で立派な成人になりましたが世代交代

は必ずあります。自立することが、先輩

に対しての御恩返しになります。  

組合は昨年、令和 5 年度からの中期 5

ケ年計画を策定しました＝別掲。これを

常に見直しながら新たな道を進んで行

きますが、それには過去を振り返ること

が大切です。 

事業総収益は平成 25年の 3億 1700 万

円が最高でした。3億円未満 2億 8000 万

円以上が 6期ありました。当期剰余金が

赤字の年が6期ありましたがいずれも構

造的なことではなく次年度は回復して

います。 

この間この業界がどのように推移し

たのか感覚的にごく大雑把に言えば、現

場作業をする人が減少するのに伴い仕

事の依頼はお陰様で安定してありまし

た。 

林業の従事者不足を解消しようと平

成８年に始まった「認定林業事業体制

度」が素材生産では確実に実績を上げ、

平成 30 年の法律で始まった「意欲と能

力のある林業経営体制度」など行政は林

業従事者を増やそうと力を入れていま

す。 

しかしこの間産業としての林業は緩

やかに衰退し、山そのものの価値が低下

し続けて来たのが実感です。森林環境譲

与税は「そうしなければ山はもはやどう

にもならなくなった」ということの裏返

しです。 

 ではこれからもこうした傾向は続く

でしょうか？私はそうは思いません。こ

れから変化は急激に来ると思います。安

全と法令遵守を土台にして作業の機械

化・省力快適化を進めさらに実作業だけ

でなく今後公的な森林整備がさらに進

むので関係法令や申請・確認などの実務

能力を高めなければなりません。 

そうしたプロの集団を 2 千 800 人組

合員から支えて頂ければ、ほかのどの組

織とも違う業界をリードする組合にな

れると信じています。それが成人の原点

です。 

組合 18歳、成人の原点 
森林プロの集団で自立 
組合長御挨拶 

中期計画（令和５年度～９年度） 
経営理念  
私達森林組合は森林管理の担い手として、森林の持つ
公的機能の維持・増進を図り、森林資源の適正な管理
や利用を通じて、森林を価値ある財産として次世代に
継承します。 
基本方針 
1 組合員サービスの向上 
2 働く人の所得向上・就業環境改善 
3 事業拡大・効率化による経営の安定 
4 組合の社会的認知度の向上と組合員ニーズの対応 
5 コンプライアンス態勢の強化 

山
林
地
籍
調
査
の
研
修 

 

奈
良
県
の
航
測
実
施
森
林
組
合
と
情
報
交
換 

者
天
川
村
森
林
組
合
職
員
が
当
組
合

職
員
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
X
航

測
地
籍
調
査
で
は
と
り
わ
け
進
捗
・

工
程
管
理
に
必
要
と
な
る
地
籍
ア
ド

バ
イ
ザ
�
佐
藤
修
さ
ん
が
工
程
を
解

説
し
ま
し
た
X 

チ
"
ム
は 

コ
ミ
'
ニ
ケ
"
シ
+
ン 

荻
原
真
人 

ま
ず
は
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
X

今
年
五
年
目
を
迎
え
る
荻
原
で
す
X

今
回
は
四
年
間
森
林
組
合
で
学
ん

だ
事
M
感
じ
た
事
を
書
か
せ
て
頂
き

ま
す
X 

 

➀
学
ん
だ
事
は
技
術
的
な
事
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
M
一
番
は
チ
�
ム
で
仕

事
を
す
る
事
の
大
切
さ
だ
と
思
い
ま

す
X
日
々
現
場
で
仕
事
を
す
る
際
に
一

日
の
動
き
方
や
手
順
を
全
員
が
把
握

し
M
効
率
良
く
安
全
に
作
業
を
行
う
為

に
は
し
x
か
り
と
コ
ミ
ô
ニ
ケ
�
シ

ø
ン
を
と
り
M
お
互
い
を
理
解
し
な
が

ら
行
動
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
X

ま
し
て
や
立
ち
木
の
伐
採
等
は
大
変

危
険
な
作
業
な
の
で
コ
ミ
ô
ニ
ケ
�

シ
ø
ン
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
死
亡

事
故
の
可
能
性
も
あ
る
作
業
で
す
X
こ

の
よ
う
に
!
チ
�
ム
,
.
!
コ
ミ
ô
ニ

ケ
�
シ
ø
ン
,
だ
と
思
い
ま
す
X
こ
れ

が
出
来
て
い
る
職
場
は
正
直
少
な
い

と
思
い
ま
す
X
私
が
以
前
働
い
て
い
た

職
場
で
は
個
人
プ
レ
イ
が
目
立
ち
個

人
商
店
の
集
ま
り
の
よ
う
で
効
率
良

く
仕
事
を
す
る
環
境
で
は
な
か
x
た

で
す
X
コ
ミ
ô
ニ
ケ
�
シ
ø
ン
が
し
x

か
り
と
れ
て
い
る
事
が
森
林
組
合
の

一
番
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
し
M
私
が

一
番
学
べ
た
事
で
す
X 

 

②
次
に
感
じ
た
事
で
す
が
M
二
年
目

の
緑
の
雇
用
に
参
加
し
た
際
の
事
で

す
X 

 

一
年
目
と
全
く
同
じ
内
容
の
授
業

だ
x
た
為
M
私
が
講
師
の
方
に
!
去
年

と
同
じ
内
容
で
す
が
一
年
生
と
二
年

生
の
授
業
間
違
え
て
な
い
で
す
か
？
,

と
伝
え
た
所
毎
回
同
じ
内
容
で
授
業

し
て
い
る
と
の
返
答
で
し
た
X
こ
れ
で

は
資
格
を
取
る
授
業
以
外
は
去
年
と

同
じ
授
業
に
な
x
て
し
ま
う
為
M
全
く

学
べ
る
所
が
な
か
x
た
で
す
X
正
直
時

間
の
無
駄
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
X
要
望

に
な
x
て
し
ま
い
ま
す
が
M
同
じ
内
容

で
授
業
を
す
る
く
ら
い
な
ら
新
し
い

分
野
の
授
業
を
し
て
頂
き
た
い
で
す

し
M
無
理
な
ら
日
数
を
減
ら
し
M
現
場

で
の
作
業
を
さ
せ
て
頂
い
た
方
が
成

長
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
書
か
せ

て
頂
き
ま
す
X 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
M
今
年
も
安
全

第
一
で
ケ
ガ
や
事
故
な
く
作
業
を
前

詰
め
で
や
x
て
い
き
ま
す
X
皆
さ
ん
も

頑
張
x
て
い
き
ま
し
d
う
X 

職員と技術員 
を募集しています 

問い合わせは組合総務課

へ 

ド
ロ
#
ン
を
入
れ
ま
し
た 

 

組
合
は
Ⅾ
✕
化
の
一
環
と
し
て
測
量
用
ド
ロ
3

ン
を
入
れ
ま
し
た
:
森
林
整
備
事
業
の
申
請
に
あ

た
り
F
ド
ロ
3
ン
で
施
工
前
・
施
工
後
の
オ
ル
ソ
画

像
を
用
い
る
こ
と
で
従
来
実
施
し
て
い
た
現
地
測

量
や
写
真
台
帳
の
作
成
F
申
請
書
類
の
一
部
省
略

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
:
ま
た
従
来
歩
い

て
見
て
い
た
林
地
の
様
子
も
一
瞬
で
確
認
で
き
ま

す
:
今
後
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
変
革
に
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
組
合
は
積
極
的
に
新
技
術

を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
: �

職
員 
 

根
津
記
� 

編
集
後
記 

週
間
予
報
で
は
暖
か
い
日
が
続
く
よ
う
で
す
5

年
明
け
か
ら
小
雪
で
あ
=
た
も
の
の
A
夜
中
朝
方
の
底
冷

え
す
る
寒
さ
は
ま
だ
残
=
て
い
て
A
も
う
少
し
ス
ト
T
ブ

の
前
に
座
る
と
い
う
朝
の
ル
T
テ
\
T
ン
が
続
く
と
思
い

ま
す
5
今
年
度
も
い
い
ス
タ
T
ト
が
切
れ
る
よ
う
雪
解
け

に
合
わ
せ
て
現
場
の
準
備
も
始
ま
り
ま
す
5 
 

!
Ｎ
・
Ｒ
% 

 

 

＜オルソ画像＞ドローンから撮影された画像を補正

し、正射投影された画像を作成します。通常の地図と

整合性がとれるようになります。 


